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ミ
ラ
ノ
・
コ
ル
テ
イ
ナ
に
お
け
る
四
年
に
一
度
の

ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
が
終
わ
っ
た
。
日
本
選
手
団
の
奮

闘
に
心
が
躍
り
、「
元
気
を
貰
え
た
」
と
い
う
方
も

多
い
こ
と
だ
ろ
う
。
▽
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
た
ち
の

想
像
を
超
え
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
感
嘆
し
、
障
害

を
乗
り
越
え
て
競
技
に
挑
む
パ
ラ
リ
ン
ピ
ア
ン
に

は
、い
つ
も
尊
敬
の
念
を
覚
え
る
。
共
通
す
る
の
は
、

永
い
年
月
、
真
摯
に
取
り
組
む
そ
の
姿
勢
。
私
の

よ
う
な
凡
人
に
は
到
底
か
な
わ
な
い
、
直
向
き
な

努
力
に
よ
っ
て
、
出
場
を
勝
ち
得
た
選
手
全
員
に
、

心
か
ら
の
賛
辞
を
贈
り
た
い
。
▽
一
方
、
大
会
期
間

中
に
は
四
年
と
い
う
歳
月
の
、
余
り
に
も
重
い
現

実
を
突
き
つ
け
ら
れ
る
節
目
も
あ
っ
た
。
▽
ロ
シ
ア

に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
。
こ
の
長
い
年
月
、
彼
の

地
の
人
々
の
苦
労
、
犠
牲
、
悲
し
み
・
・
私
た
ち
に

は
思
い
も
及
ば
な
い
。
▽
残
念
な
が
ら
常
態
化
し

て
、
報
道
も
め
っ
き
り
減
り
、
関
心
が
薄
く
な
っ
て

い
る
こ
と
は
否
め
な
い
が
、
現
在
の
国
際
情
勢
を
鑑

み
る
と
、
我
が
国
が
い
つ
紛
争
に
巻
き
込
ま
れ
て
も

不
思
議
で
は
な
く
、
決
し
て
遠
い
他
人
事
で
は
な

い
。
▽
各
地
の
諍
い
が
収
ま
り
、
平
和
の
祝
典
と
し

て
、
全
世
界
の
ア
ス
リ
ー
ト
達
が
集
い
、
純
粋
に
競

技
を
通
し
て
、
正
々
堂
々
と
戦
え
る
日
が
早
く
訪

れ
る
こ
と
。
▽
現
実
世
界
が
そ
う
甘
く
な
い
か
ら
こ

そ
、
我
々
は
心
の
底
か
ら
そ
れ
を
願
い
、
例
え
ほ
ん

の
僅
か
で
あ
っ
て
も
、
出
来
る
こ
と
を
行
動
に
移
し

て
い
こ
う
。
独
裁
者
に
負
け
る
世
界
で
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
。

例例
大大
祭祭
のの
ご
案
内

ご
案
内
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こ
の
四
月
よ
り
故
郷
に
戻
り
、

森
三
吉
神
社
に
奉
職
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
五
年
間
の
在
職
中

に
賜
り
ま
し
た
多
く
の
ご
厚
情

に
、
ま
ず
も
っ
て
心
よ
り
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

振
り
返
れ
ば
令
和
三
年
四
月
、

コ
ロ
ナ
禍
の
最
中
に
埼
玉
か
ら
秋

田
へ
と
転
任
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
あ
の
異
常
な
毎
日
の
中
、
ほ

と
ん
ど
の
方
が
マ
ス
ク
を
着
用
し

て
お
り
崇
敬
者
の
皆
様
の
お
顔
を

覚
え
る
の
が
大
変
だ
っ
た
こ
と
を

思
い
出
し
ま
す
。

　

そ
の
中
に
お
い
て
も
日
々
の
祭

事
や
御
奉
仕
を
通
じ
て
、
神
職
と

し
て
の
心
構
え
や
地
域
に
寄
り
添

う
姿
勢
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
社
務
に
携
わ
る
中
で
、
当

社
が
地
域
の
拠
り
所
と
し
て
果
た

す
役
割
の
大
き
さ
を
実
感
し
、
そ

の
一
端
を
担
え
た
こ
と
は
当
社
の

御
分
社
を
継
承
す
る
者
に
と
っ
て

何
よ
り
の
喜
び
で
あ
り
、
か
け
が

え
の
な
い
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

至
ら
ぬ
点
も
多
く
、
御
神
前
に

立
つ
た
び
に
神
様
へ
の
畏
敬
と
と

も
に
、
自
ら
の
未
熟
さ
を
省
み
る

日
々
で
も
あ
り
ま
し
た
が
、
田
村

宮
司
を
は
じ
め
先
輩
神
職
に
常
に

温
か
く
、
時
に
厳
し
く
ご
指
導
い

た
だ
き
、
多
く
を
学
び
、
成
長
す

る
こ
と
が
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。
未
熟
な
私
を
導
い
て
く
だ

さ
っ
た
こ
と
に
、
深
く
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
皆
様
、
崇
敬
者

の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
温
か
い

お
声
掛
け
や
励
ま
し
の
お
言
葉
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
す
べ
て
が
私

に
と
っ
て
忘
れ
が
た
い
宝
物
で

す
。
地
域
に
根
ざ
す
神
社
の
尊
さ

を
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
皆
様

お
一
人
お
ひ
と
り
で
し
た
。

　

そ
し
て
神
社
を
支
え
て
く
だ
さ

る
協
力
会
の
皆
様
に
は
、
奥
宮
、

里
宮
行
事
の
た
び
に
惜
し
み
な
い

お
力
添
え
を
賜
り
ま
し
た
。
神
社

は
決
し
て
一
人
で
守
り
伝
え
ら
れ

る
も
の
で
は
な
く
、
多
く
の
人
々

の
真
心
に
よ
っ
て
護
持
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
、
改
め
て
学
ば
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
真
摯
に
お
手
伝

い
い
た
だ
く
姿
に
触
れ
、
私
自
身

も
そ
の
志
を
胸
に
刻
む
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
皆
様
と
共
に
汗
を
流

し
た
日
々
を
、
こ
れ
か
ら
の
歩
み

の
大
き
な
糧
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

四
月
か
ら
は
当
社
の
御
分
社
、

北
海
道
は
森
町
に
鎮
座
い
た
し

ま
す
「
森
三
吉
神
社
」
で
ご
奉

仕
を
致
し
ま
す
。
森
町
は
人
口

一
万
二
千
人
程
の
小
さ
な
町
で

す
が
、
多
く
の
方
が
三
吉
さ
ん

を
信
仰
し
、
大
切
に
思
っ
て
く

だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
地
方
の
三

吉
信
仰
を
守
る
べ
く
、
こ
れ
ま

で
培
っ
た
経
験
を
活
か
し
て
神

社
を
守
る
こ
と
は
勿
論
の
こ
と
、

地
域
の
安
寧
と
発
展
の
た
め
微

力
な
が
ら
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
こ
で
学
ん
だ
教
え
と
、
皆
様

か
ら
い
た
だ
い
た
温
か
い
ご
縁

を
胸
に
、
よ
り
一
層
神
明
奉
仕

に
邁
進
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
在
職

中
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
す
べ

て
の
皆
様
に
、
改
め
て
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
皆
様
の
ご
健
勝

と
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し

上
げ
、
退
職
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
本
庄
氏
に
は
権
禰
宜
と
し
て
、
今

後
も
時
折
ご
奉
仕
を
頂
き
ま
す
）

言
挙
げ
�

御
礼
の
ご
挨
拶

本
　
庄
　
泰
　
孝

森三吉神社
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三
ヶ
日
九
六
、〇
〇
〇
名
の 

ご
参
拝
を
頂
き
ま
し
た
。

　
古
い
お
札
・
お
守
り
や
正
月
飾

り
な
ど
を
お
焚
き
上
げ
い
た
し
ま

し
た
。

初
　
詣

歳
旦
祭
・
新
年
初
祈
禱

秋
田
大
学
附
属
中
学
校

職
場
体
験
（
十
二
月
二
〜
四
日
）

ど
ん
と
祭
（
一
月
二
十
五
日
）

自
衛
警
備
打
合
せ
（
十
月
三
十
一
日
）

協
力
会
打
合
せ
（
十
一
月
二
十
一
日
）

みよしスケッチ
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煤
払
式
（
十
二
月
十
三
日
）

巫
女
説
明
会
（
十
二
月
二
十
一
日
）

節
分
祭
（
二
月
三
日
）

神
武
館
三
十
周
年
記
念
祝
賀
会

（
三
月
十
四
日
）

石
動
神
社・講
社
打
合
せ（
三
月
二
十
三
日
）

みよしスケッチ
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㈱ 秋 田 銀 行
㈱ Ｔ Ｔ Ｋ 秋 田 支 店

（ 社 ） 秋　 田　 育　 明　 会
広 面 地 区 ス ポ ー ツ 協 会
広 面 商 工 振 興 会
赤 沼 町 内 会
下 北 手 梵 天 会
広 面 町 内 会
櫻 有 志
泉 梵 天 奉 納 会
蛇 野・ 西 町・ 大 沢 町 内 会
蛇 野 町 内 会
水 口 町 内 有 志
ＮＴＴ東日本秋田グループ
東日本旅客鉄道㈱秋田保線設備技術センター
広 面 地 区 社 会 福 祉 協 議 会

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

株 式 会 社　 石 川 建 設
東 部 瓦 斯 ㈱ 秋 田 支 社
社 会 福 祉 法 人 　 新 成 会
社会福祉法人こばと保育園
ボーイスカウト秋田第 33 団
梶 ノ 目 町 内 会
赤 沼 子 供 会
谷 内 佐 渡 若 葉 子 供 会
神 武 館 三 吉 道 場
あ さ ひ か わ こ ど も 園
蛇 野 若 竹 子 供 会
㈲ 斎 藤 昭 一 商 店
ひ ろ お も て エ コ ク ラ ブ
大 巻 子 供 会
㈱ 北 都 銀 行
ユ ア テ ッ ク グ ル ー プ

㈱ ユ ア テ ッ ク 秋 田 支 社
東日本旅客鉄道㈱秋田支社秋田統括センター
秋田市立広面小学校３年 1 組・2 組・3 組
秋 田 市 立 秋 田 東 小 学 校
柳 田 町 内 会
谷 内 佐 渡 町 内 会
原 田 利 正
三 吉 節 保 存 会
奥 羽 住 宅 産 業 ㈱
空 手 忍 会 総 本 部
神 社 協 力 会
秋 田 信 用 金 庫
ね じ ま き 屋

（学）外旭川学園
　　外旭川わんわんこども園
こ ば と 学 童 保 育 ク ラ ブ
櫻 子 供 梵 天

奉納団体ご芳名（順不同・敬称略）
真心こもるご奉納に重ねて御礼申し上げます。

令和 8年三吉梵天祭ご報告
三吉梵天祭　賑々しく斎行

今冬は、久し振りに当地にも多くの雪が降りましたが、三吉梵天祭当日は、まずまずの穏やかな
天候のもと、５０ 団体さまから ５３ 本の梵天奉納を頂き、大きな事故もなく、盛会裡に終了いたしま
した。

様々な課題に悩む秋田を励まし、良い１年にしよう！という参加者の皆さまの熱い気持ちが伝わ
る良いお祭りとなりました。

ご奉納頂いた皆さま、またご拝観の方々に厚く御礼申し上げます
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令
和
八
年
春
季
例
大
祭
を
左
記
の
通

り
に
斎
行
い
た
し
ま
す
。

　
ご
家
族
、
ご
友
人
同
士
お
誘
い
合
わ

せ
の
上
、
多
く
の
皆
さ
ま
に
ご
参
列
頂

き
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

記

宵
　
宮
　
祭
　
五
月
七
日
（
木
）
午
後
六
時

例
　
大
　
祭
　
五
月
八
日
（
金
）
午
前
十
一
時

�

（
各
日
と
も
祭
典
後
直
会
が
ご
ざ
い
ま
す
）

（
注
意
事
項
）

・�

斎
館
で
の
参
籠
も
可
能
で
す
。

◎
ご
参
列
の
方

は
、
四
月
二
十

日
ま
で
に
係

（
長
田
）
ま
で

ご
連
絡
下
さ

い
。

祭りの華「けんか梵天」祭りの華「けんか梵天」
今年も勇壮な先陣争いが繰り広げられました今年も勇壮な先陣争いが繰り広げられました

例例
大大
祭祭
のの
ご
案
内

ご
案
内

春季春季

三吉梵天祭三吉梵天祭
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